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担当教員 熊谷 晃一,関戸 大
到達目標
前半　有機材料、特に高分子材料について、官能基と構造より材料としての性質を説明することができる。高分子材料の製法について説明する
ことができる。

後半　有機材料が多用されているディスプレイ用材料について、実現されているディスプレイ方式の動作原理を説明できる。応用されている有
機材料に要求される機能を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

前半は、有機材料の基礎について学び、身近な材料との関連性を紹介する。高分子材料・界面活性剤・医療材料の物性
について、化学構造、電子配置を理解しその仕組みと応用について学ぶ。又、本講義を理解するために必要な有機化学
の基礎についても解説を行う。

後半は、現在有機材料が多用されているディスプレイ用材料について、実現されているディスプレイ方式の動作原理と
機能による分類を行い、有機材料の応用例について学ぶ。

授業の進め方・方法 有機化学Ⅰ・Ⅱ、材料物性Ⅰ・Ⅱ、化学概論、電磁気学、機能材料とも関連するので既開設科目の復習を行った上で、
現履修科目の予習と復習を丹念に行うこと。理解を促進させるために必要に応じて課題レポートを科すこともある。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 高分子の構造

高分子の定義と分子間力による集合の仕方、性質につ
いて説明出来る。
高分子の力学的性質について説明できる。
熱可塑性高分子と熱効果性高分子について構造の違い
から、その性質の違いを説明できる。

2週 高分子の分子量と重合反応 高分子の分子量から重合度を計算できる。
高分子の重合反応とその反応機構を説明できる。

3週 高分子の性質 高分子の構造と官能基を力学的、熱的、電気的性質と
関連付けて説明できる。

4週 高分子の応用：電気・電子材料
高分子の電気・電子材料への利用についてその構造と
関連付けて原理を説明できる。身の回りの製品への応
用例を二つ以上挙げることができる。

5週 高分子の応用：力学材料
高分子の力学材料への利用についてその構造と関連付
けて原理を説明できる。身の回りの製品への応用例を
二つ以上挙げることができる。

6週 高分子の応用：光機能材料
高分子の光機能材料への利用についてその構造と関連
付けて原理を説明できる。身の回りの製品への応用例
を二つ以上挙げることができる。

7週 高分子の応用：界面・表面材料
高分子の界面活性剤への利用についてその構造と関連
付けて原理を説明できる。界面活性剤の身の回りの製
品への応用例を二つ以上挙げることができる。

8週 高分子の応用：生体機能材料
高分子の生体材料への利用についてその構造と関連付
けて原理を説明できる。生体適合性を付与するための
手法を説明できる。

2ndQ

9週 光学特性の基礎、ディスプレイの原理と構成部材
屈折と反射、偏光、複屈折、透明性について説明でき
る。有機材料を中心としたディスプレイの構成部材を
分類できる。

10週 ディスプレイの原理と構成部材、偏光フィルム
有機材料を中心としたディスプレイの構成部材を分類
できる。偏光フィルムの機能を説明し、液晶表示素子
への応用について説明できる。

11週 位相差フィルム 位相差フィルムの機能を説明し、種類・製法・応用に
ついて説明できる。

12週 透明基板材料 透明基板材料の機能を説明し、要求される特性を説明
できる。

13週 フレキシブルエレクトロニクス材料 応用分野を分類でき、実現されている機能を説明でき
る。

14週 反射防止材料、タッチパネル
反射防止材料の機能を説明し、機能により分類できる
。実現されているタッチパネルを分類でき、その動作
の概略を説明できる。

15週 タッチパネル 実現されているタッチパネルを分類でき、その動作の
概略を説明できる



16週 3D用材料 3D表示装置の動作原理の概略を説明し、主要な構成材
料を分類して説明できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 材料系分野

材料物性

電子が持つ粒子性と波動性について、現象を例に挙げ、式を用い
て説明できる。 2 前9,前13

量子力学的観点から電気伝導などの現象を説明できる。 2 前10,前
12,前14

半導体の種類について説明できる。 2 前4,前10
不純物半導体の特徴を真性半導体と区別して説明できる。 2 前10
不純物半導体のエネルギーバンドと不純物準位を描き、伝導機構
について説明できる。 2 前10

有機材料

高分子の定義と分子間力による集合の仕方、性質について説明で
きる。 4 前1,前5,前

7
低分子と高分子の違いを理解し説明できる。 4 前1,前10
分子量を計算し、官能基や構造から分子の性質を予測できる。 4 前1
高分子ついて、熱可塑性高分子と熱硬化性高分子の構造や性質の
違いにより高分子を分類できる。 4 前1

高分子の結晶性・非晶性に基づき力学的性質について説明できる
。 3 前1,前5

高分子の平均分子量を理解し、平均分子量と重合度の関係を説明
できる。 3 前2

高分子を構成する分子鎖の構造およびその集合法と性質の関連性
を説明できる。 3 前3,前7,前

8
高分子の結合様式より合成に必要な重合反応（逐次重合：重縮合
、重付加、付加縮合、連鎖重合：付加重合（ラジカル重合、イオ
ン重合）、開館重合、配位重合）を正しく分類できる。

3 前2

逐次重合の反応機構について説明できる。 3 前2
逐次重合の特徴（反応度と数平均重合度の関係、官能基の等量性
と数平均重合度の関係等）について説明できる。 3 前2

ラジカル重合の反応機構と動力学について説明できる。 3 前2
ラジカル共重合において、共重合体の分類、共重合組成式、モノ
マー反応性比と共重合組成式の関係について説明できる。 3 前2

開環重合の反応機構と特徴について説明できる。 3 前2
高分子材料に求められる機能について理解し、基本的な骨格と官
能基の機能性について説明できる。 4 前3,前4,前

5,前6

高分子の電気的機能や光学的機能等について分子構造から説明で
きる。 4

前4,前6,前
10,前11,前
16

高分子の生体適合性や生体代替能等について分子構造から説明で
きる。 3 前8

高分子の熱的性質について説明できる。 3 前3,前5,前
10,前11

高分子の力学的性質について説明できる。 4 前3,前5,前
13

無機材料

セラミックス、金属材料、炭素材料、複合材料等、無機材料の用
途・製法・構造等について説明できる。 2

前9,前
12,前13,前
14,前16

物質表面が外界からうける作用を考察し、物理的、あるいは化学
的な表面相互作用について説明できる。 2

前9,前
11,前12,前
14,前15,前
16

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


